
 

  

例会記録  

会員総数  58名 出席会員数 31名 

ゲスト      2名  ビジター   1名 

その他      1名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      2名 

 

 

 

 
 

 

 

ニコニコボックス  

荒川会員：糟谷様、本日の卓話を宜しくお願 

いします。 

細谷会員：来期の委員長がすべて決まりま 

した。ご協力ありがとうございます。 

乳井会員：本年も宜しく。クリスマス会では素敵 

な賞品を頂きました。 

須藤会員：今年も宜しくお願いします。 

齊藤会員：皆様ご存じの料亭「きよし」の大女将 

さんが亡くなりました。昨日告別式で葬 

儀委員長を務めてまいりました。 

 

 

次回予告  

第21回例会 2025、2，3（＃2436） 

 会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   新保会員     

    受付係  秋山会員  園田会員 

司会者  住吉会員 

ソングリーダー  鄭会員 

 

 卓話「人生いろいろ、人それぞれ～ 

      多様性を生かすこと」 
増山&Company株代表社員社長 

増山 美佳氏 

紹介者 荒川会員 

 

今期のモットー： 「親睦を通じて奉仕を実践する」 
会長報告 

1）本日は東京ガス代表執行副社長の糟谷様に水素エネルギーについてお話を頂きます。 

2）秋山会員にロタリー財団よりPin4の感謝のバッジが届いております。荒川会員には米山奨学会よりメジャードナー 

18回目の感謝状が届きました。皆様にも特別寄付をよろしくおねがいいたします。 

3）ポリオ根絶チャリティーコンサートは当クラブのおもな活動の一つです。1枚でも多くご協力ください 

4）ロータリーの友 1月号 15頁に、昨年のポリオデーに、新保会員の社屋にある蓬莱庵で開催されたチャリティー 

茶会のようすが掲載されております。 

幹事報告 

1）来週は、各委員長の皆様には、クラブ協議会が御座います。御集りください。 

2）2月５日に開催する、ポリオ根絶チャリティーコンサートのチケットはお一人４枚を目安にご購入をお願い致します。 

チケットが余る場合は、一人親世帯の子供たちの招待にまわしますので、お申し出下さい 

3）下半期のお会費の納入を御願いいたします。60周年記念事業の積立金もふくめて23万円をお収めください。 

4）来週、27日には福島南RCからのお客様がいらっしゃいます。例会終了後に茶話会をもちますので、お残り頂ける方 

は事務局までお知らせください。 

 

  本日の例会プログラム 

第 20回例会 2025.1.27（＃2435）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  吉田会員 

受付係     地引会員    保科会員 

司会者 崎山会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  末竹会員 

 

卓話「我がクラブのポリオ根絶運動のあゆみ」 
         

久保田 智也会員 
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The Magic  of  ROTARY 
      ロータリーのマジック 

 

東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 19回例会 2025.1.20（＃2434）        シリウス 

例会ホスト・紹介係  濱田会員 

受付係     齊藤会員    杉山会員 

司会者 崎山会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  乳井会員 

卓話「日本のエネルギーを考える～ 

           水素社会に向けた課題」 
東京ガス㈱代表執行役副社長          

海外事業カンパニー長 糟谷 敏秀氏 

紹介者 荒川会員 

 

 

 

 
 

 

 
 

   2024〜25 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Steohanie Urchick 

 

 



 
 

  
 

 

 

変わる消費者！オタク化・孤独化の進捗と 2030年の市場環境 

㈱矢野経済研究所々長 松島 勝人氏（12/2卓話 須藤会員紹介） 

 

 

 

 今日は 2030 年を予測した話をした

いと思います。 

 人口動態は大きく変化しており、今

年の出生数は間違いなく 60 万人台

にまで落ちるでしょう。その原因の一

つに生涯未婚率（50 歳時未婚率）の

急激な上昇があります。現在でも男性 28％、女性 18％で

すが、2030 年には男性 34％、女性 21％まで跳ね上がり

ます。男性の方が女性の 1.6倍も高くなっているということ

は、日本の一夫一婦制は事実上破綻しているのです。 

 男女の生涯未婚率の差がどんどん拡大していること

は、男性社会における格差が広がっていると解釈するこ

とができます。つまり、年収の高い男性が複数回結婚して

いるのです。このことはデータからも明らかで、結婚でき

る人とできない人の格差は今後ますます拡大していくでし

ょう。 

 また、児童のいる世帯の年収に注目すると、1990 年は

全世帯の平均総所得が597万円に対し、児童のいる世帯

の平均総所得は 670 万円でしたが、2030 年は全世帯平

均が 550万円に対し、児童のいる世帯の平均は 900万円

近くになるとみられ、その差は拡大するでしょう。従って、

子どもの教育に苦しんでいる家庭の割合は下がっていま

す。子どもが減ったら苦しくなるだろうといわれていた学習

塾市場がますます拡大している現実から見ても、児童の

いる世帯の年収は相対的に高くなっていることが分かりま

す。 

 一方で孤独化も進んでいるわけですが、現在の世帯平

均人数は 2.21 人ですから、核家族でさえ典型的な家庭と

はいえなくなり、今や 1 人暮らしが中心になっています。

「おひとりさま」という言葉が一般的になり、2030 年におけ

る外食業界のおひとりさま利用率は、ファミレス業界も含

めて 5割に上るとわれわれは予想しています。 

 旅行もおひとりさまが増えており、ホテルはツインやファ

ミリールームがシングルに改装され、ツインの部屋を 1 人

でゆったりと過ごすことも増えています。賃貸住宅も 1 人

用が 2030 年には 70％となり、急激におひとりさま化が進

んでいるのです。 

 人口が減り、イノベーションが起こりにくい日本は、経済

成長が難しい局面に来ています。少子化・高齢化が社会

問題として議論されていますが、今後は孤独化・独居化

が政治問題になるでしょう。裏を返せば、少子化は歯止

めが利かないから諦めて、孤独化が進まないように努め

ることが政治のテーマになっていくでしょう。 

これまで孤独化を防いでいたものとして、近所付き合いや

宗教、学校などが挙げられますが、学校は統廃合が進

み、大人と子どもが交差するハブが減ってきています。 

 

 

SNS が孤立化を防いでいる面もありますが、むしろ自分

の世界にこもって孤独を強める作用もあります。学校、近

所付き合い、宗教がなくなっていき、SNS だけが肥大化し

て、孤立化をますます高める環境になっています。 

 SNS が発達するとオタクの度合いが深まっていきます。

オタク率は上がる一方で、5 人に 2 人がオタクになる時代

が間もなくやって来るでしょう。オタクというのは、人とは

違い過ぎているという意味の侮蔑語・差別語でしたが、今

や市民権を獲得し、マジョリティになりつつあります。 

 昨年 3 月、年収を下げている要因を研究したところ、

数々の要素の中で圧倒的に高かったのは孤独でした。孤

独だと感じている人は、消費に非常に消極的だからで

す。逆に年収が高い人の要素を分析したところ、流行に

敏感な人は平均より 244 万円も高いという結果が出まし

た。 

 今後はおひとりさまが普通の時代になりますが、単純に

おひとりさま向けのサービスを提供するだけでは孤独化

は防げません。今後の社会インフラ、社会サービスとし

て、知らない人と一緒に歌える通信カラオケや、ソロキャ

ンプのためのグループツアーなど、おひとりさまでも孤独

にならない工夫が必要になるでしょう。 

 よく経済は人・モノ・金の 3 要素といわれますが、さらに

エンゲージ・多様性・文化という指標も必要ではないかと

いうことを提唱したいと思います。 

 
 

  10：00～ 新入会員昼食会登録料：6,000円 

＠Hエミシア東京立川 

クラブだより  No.20  

☆地区大会にご登録ください。 

   4月 24日（木） 12：00登録開始 

   立川ステージガーデン 

   登録料：15,000円 

 （16：30から各クラブ紹介があります） 

東京麹町ロータリークラブ 
 設   立 1968 年 6 月 17日 〒102-0093 

 例 会 日 月曜日 12：30 千代田区平河町 1-3-8 

 例 会 場 ホテル･ニューオータニ       平河町プラザ 204 号 

  TEL:03-3263-9220       

 会   長 荒川 和幸 FAX:03-3263-9122 

 幹   事 守屋 幸作 e-mail office@koujimachi-rc.jp 

 公共ｲﾒｰｼ ﾞ

向上委員長 
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